
 

おもしろ算数○54 （小５・６年生） 
（このページは、直接入力できません。そのまま見るか、印刷してもらって使ってね‼） 

小学校５・６年生のみなさん、こんにちは。 

おもしろ算数○54は、「数の不思議」の問題です。 

【問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分の考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １から１０までの数をたすといくつになりますか。 

それは、５５になります。 こんなふうに考えてみます。 

 

 

 

 

 

１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＝ 

１＋９＝１０ 

２＋８＝１０       はじめに、１０がいくつできるか考えて、 

３＋７＝１０       つぎに、残った数をたします。 

４＋６＝１０ 

そして、１０       そうすると、５５になります。 

     ５ 

 

では、ここで問題です。 

１から１００までの数をたすといくつになりますか。 

１から１０までの数をたした時の考え方を利用して、工夫して計算してみましょう。 

⑩ 

⑩ 

⑩ 
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答え．１から１００までの数をたすと５０５０になります。 

 

【工夫した考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

１＋２＋３＋４＋５＋・・・・・・・・・・・・＋９５＋９６＋９７＋９８＋９９＋１００＝ 

 

上の図のように「１００がいくつできるか考える」方法で計算します。 

すると、（１＋９９）＋（２＋９８）＋（３＋９７）＋・・・＋（４８＋５２）＋（４９＋５１） となり、 

まず、１００が４９個でき、４９００になります。 

つぎに、残った数をたします。残った数は、５０と１００です。 

    ４９００＋１００＋５０＝５０５０ 

だから、５０５０になります。 

 

※１＋２＋３＋・・・＋９８＋９９＋１００の計算を、直接１００個の数をたす方法よりも、 

 こうして、工夫して計算すると簡単に計算することができますね。 
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